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高齢者虐待の状況（平成 23 年度高齢者虐待防止法に基づく調査結果から）     

 

相談・通報の状況 

【単位：件（％）】  

国 県 市 

相談・通報件数 25,636 923 20

相談・通

報者(複

数回答） 

介護支援専門員・介護保険事業所職員 10,858（42.4） 410（44.4） 7（35.0）

近隣住民・知人 1,398（  5.5） 44（  4.8） 0（  0.0）

民生委員 1,633（  6.4） 70（  7.6） 3（15.0）

被虐待者本人 2,833（11.1） 117（12.7） 6（30.0）

家族・親族 3,136（12.2） 125（13.5） 1（  5.0）

虐待者自身 387（  1.5） 9（  1.0） 1（  5.0）

当該市区町村行政職員 1,844（  7.2） 65（  7.0） 0（ 0.0）

警察 2,408（  9.4） 77（  8.3） 0（ 0.0）

その他 2,645（ 10.3） 75（  8.1） 2（10.0）

不明(匿名含む） 139（  0.5） 6（  0.7） 0（ 0.0）

 

 

虐待と判断された件数 

【単位：件（％）】 

年度 22 23 増減 

国 16,668 16,599 △69（△0.4）

県 580 610 30（5.2）

市 18 13 △5（△27.8）

 
 

＜ 参考  養介護施設従事者
※

による虐待件数 ＞ 

【単位：件（％）】 

年度 22 23 増減 

国 96 151 55(57.3）

県 0 1 1（-）

市 0 0 0（-）

※介護老人福祉施設など養介護施設又は居宅サービス事業など養介護事業の業務に従事する者
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虐待の状況及び対応 

 
 

① 虐待の種別 

【単位：件（％）】 

 

  

 

カッコ内の数字は「虐待と判断された件数」に対する構成割合。 

複数回答も含まれているため、「合計」の件数は「虐待と判断された件数」と合っていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 22 23 増減数（割合） 

身体的虐待 国 10,568（63.4） 10,706（64.5） 138（1.1）

  県 348（60.0） 403（66.1） 55（6.1）

  市 14（77.8） 10（76.9） △4（△0.9）

介護放棄 国 4,273（25.6） 4,119（24.8） △154（△0.8）

  県 174（30.0） 221（36.2） 47（6.2）

  市 5（27.8） 1（7.7） △4（△20.1）

心理的虐待 国 6,501（39.0） 6,209（37.4） △292（△1.6）

  県 241（41.6） 269（44.1） 28（2.5）

  市 6（33.3） 3（23.1） △3（△10.2）

性的虐待 国 94（  0.6） 106（  0.6） 12（0.0）

  県 4（  0.7） 6（  1.0） 2（0.3）

  市 0（  0.0） 0（  0.0） 0（0.0）

経済的虐待 国 4,245（25.5） 4,147（25.0） 98（△0.5）

  県 163（28.1） 211（34.6） 48（6.5）

  市 7（38.9） 5（38.5） △2（△0.4）

合 計 国 25,681（ —  ） 25,287（ —  ） — 

県 930（ —  ） 1,110（ —  ） — 

市 32（ —  ） 19（ —  ） — 
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② 虐待者の続柄 

【単位：件（％）】 

年度 22 23 増減 

夫 国 3,095（16.9） 3,173（17.5） 78（ 0.6）

  県 102（16.2） 102（15.6） 0（△0.6）

  市 3（15.8） 4（16.0） 1（0.2）

妻 国 910（  5.0） 951（  5.2） 41（ 0.2）

  県 30（  4.7） 36（  5.5） 6（ 0.8）

  市 1（  5.3） 1（  4.0） ０（△1.3）

息子 国 7,783（42.6） 7,383（40.7） △400（△1.9）

  県 276（43.8） 269（41.3） △7（△2.5）

  市 11（57.9） 10（40.0） △１（△17.9）

娘 国 2,842（15.6） 2,991（16.5） 149（ 0.9）

  県 78（12.4） 102（15.6） 24（ 3.2）

  市 0（  0.0） 2（ 8.0） 2（ 8.0）

息子の配偶者 国 1,323（  7.2） 1,206（  6.7） △117（△0.5）

（嫁） 県 49（  7.8） 50（  7.7） △1（△0.1）

  市 4（21.0） 3（12.0） △1（△9.0）

孫 国 783（  4.3） 814（  4.5） 31（ 0.2）

  県 37（  5.9） 25（  3.8） △12（△2.1）

  市 0（  0.0） 2（ 8.0） 2（ 8.0）

その他 国 1,530（  8.4） 1,608（  8.9） 78（ 0.5）

  県 58（  9.2） 68（10.4） 10（ 1.2）

  市 0（  0.0） 3（ 12.0） 3（ 12.0）

合 計 国 18,266（100.0） 18,126（100.0） — 

県 630（100.0） 652（100.0） — 

市 19（100.0） 25（100.0） — 

複数回答も含まれているため、合計の件数は虐待と判断された件数と合っていない。 

 

③ 虐待への対応策としての分離の有無 

【単位：件（％）】 

国 県 市 

分離を行った事例 6,237（35.4） 225（30.8） 7（35.0）

分離していない事例 10,163（57.3） 439（60.1） 13（65.0）

被虐待高齢者が複数で異なる対応

（分離と非分離）の事例 
50（  0.3） 4（  0.5） 0（  0.0）

対応について検討、調整中の事例 729（  4.1） 31（  4.3） 0（  0.0）

その他 514（  2.9） 31（  4.3） 0（  0.0）

合計 17,729（100.0） 720（100.0） 20（100.0）

22 年度の虐待事例のうち対応を 23 年度に入ってから行ったものを含むため、合計は 23 年度の虐待 

件数と合致しない。 
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被虐待者の状況 

① 被虐待者の性別 

【単位：人（％）】  

男 女 不明 

国 4,000（23.4） 13,092（76.5） 11（0.1）

県 165（26.7） 452（73.3） 0（0.0）

市 1（ 7.7） 12（92.3） 0（0.0）

１件の事例に対し被虐待高齢者が複数の場合があるため、人数は虐待と判断された件数と合っていない。 

 

 

② 被虐待者の介護度 

【単位：人（％）】 

国 県 市 

介護認定なし 5,269（30.8） 202（32.7） 5（38.4） 

要支援１ 825（  4.8） 37（  6.0） 1（  7.7） 

要支援２ 1,040（  6.0） 31（  5.0） 0（  0.0） 

要介護１ 2,419（14.2） 86（14.0） 2（15.4） 

要介護２ 2,526（14.8） 84（13.6） 1（  7.7） 

要介護３ 2,287（13.4） 72（11.7） 1（7.7） 

要介護４ 1,631（  9.5） 63（ 10.2） 1（7.7） 

要介護５ 1,059（  6.2） 42（  6.8） 2（ 15.4） 

介護度不明 47（  0.3） 0（  0.0） 0（  0.0） 

合計 17,103（100.0） 617（100.0） 13（100.0） 

介護認定なしは、未申請、申請中、自立、不明の計 

 

 

③ 介護保険認定済み者の認知症日常生活自立度 

【単位：人（％）】 

国 県 市 

自立又は認知症なし 1,613（13.6） 46（11.1） 6（ 75.0）

自立度Ⅰ 1,865（15.8） 88（21.2） 1（ 12.5）

自立度Ⅱ 3,662（30.9） 149（35.9） 0（ 0.0）

自立度Ⅲ 2,861（24.2） 87（21.0） 0（ 0.0）

自立度Ⅳ 997（  8.4） 29（  7.0） 0（ 0.0）

自立度 M 231（  2.0） 3（  0.7） 0（ 0.0）

不明 605（  5.1） 13（  3.1） 1（ 12.5）

合計 11,834（100.0） 415（100.0） 8（100.0）

 

 


